
 

（小２２）鹿児島市立原良小学校 

                                                              令和５年８月１日 

 

令和５年度 学校評価 自己評価書（１学期） 

 

１ 学校の重点目標 

○ 安心安全に過ごせる学校 =常に「危機意識」をもって= 

○ 確かな学力をつける学校 =「授業」で力をつける= 

○ 強く生き抜く力をつける学校 =５年後，１０年後を見通して=                          

２ 課題と改善策   ※ 評価の指標は４段階（１，２，３，４）の平均  

 評価項目 評価 評価結果と改善方策 

確

か

な

学

力

の

育

成 

・目標を明確にした授業を実践したか。 
2.8 ・学年の発達段階に応じた聞く態度を育成

する。 

・児童に学習の見通しをもたせた学習を展

開する。 

・一人調べ，ペア，グループ，全体と，授

業形態を工夫し，主体的・対話的で深い学

びにつながる授業を実践する。 

・タブレットを活用し，考えをまとめたり，

動画を撮ったりしながら ICT 活用力を高め

る。 

・ラスト 10 分の時間確保を通して，学習内

容の定着を図る。 

・読書に親しませ，ビブリオバトルや本の

紹介などを通して，本好きな児童を育成す

る。 

・見通しをもたせた授業を実践したか。 2.9 

・考えを広げる授業を実践したか。 2.6 

・音読を取り入れた授業を実践したか。 
3.0 

・探究的な学習を取り入れた授業を実践
したか。 

2.5 

・五感を通した学びを取り入れた授業を
実践したか。 

2.7 

・タブレット等の ICT を活用した授業を
実践したか。 

2.8 

・ラスト 10 分で定着を図る授業を実践し
たか。 

2.8 

・各種作品展等へ積極的に応募したか。 2.6 

・本に親しませる読書指導を実践したか。 2.8 

豊

か

な

心

の

育

成 

・「あいさつ」(一事徹底)「くつそろえ」
「はさみ運動」の改善を図る指導を実践し
たか。 

2.7 
・くつそろえは，定着できるように継続的
に見届け確認をする。 

・立ち止まり，目を見てあいさつのできる
子供が更に増えるように，認め励ましてい
く。 

・生徒指導連絡会を充実させるとともに，
情報の共有化を図り，いじめの未然防止に
対する意識を高める。また，ネット上のい
じめについても保護者と連携し，気になる
児童の様子を注視していく。 

・いじめの未然防止・早期対応を実践し
たか。 

3.1 

・人権を尊重した教育活動を実践したか。 
3.1 

・児童の自主性・主体性を伸ばす教育活
動を実践したか。 2.9 

・体験活動を生かした教育活動を実践し
たか 

2.8 

健

や

か

な

体

の

育

成 

・児童の命を守る安全指導を実践したか。 
3.2 ・新型コロナウイルス感染症対策を行いな

がら，一校一運動の縄跳びの目標をもたせ，

朝の体力つくりなどに取り組ませる。 

・防犯訓練や避難訓練等の計画的実施。小

中合同の保護者への引き渡しも継続して実

施する。 

・う歯等の未治療の家庭には，継続した声

掛けを行う。 

・児童の安全を第一に考えながら，学校行

事等実施していく。 

・一校一運動(なわとび)の指導を実践し
たか。  

2.2 

・朝の体力つくりや昼休みの外遊びを推
奨したか。 

2.8 

・むし歯予防や治療に向けた指導を実践
したか。 

2.9 

・「早寝 早起き 朝ごはん」を啓発した
か。 3.1 

家 ・学校支援ボランティアや外部講師と連
3.0 ・新型コロナウイルス感染症対策を行いな



 

庭
・
地
域
と
の
連
携 

携した教育活動を実践したか。 がら，保護者・地域との連携や学校支援ボ

ランティアの活用を進める。 

・学校運営協議会（コミュニティ・スクー

ル）を充実させるとともに，地域人材や資

源等を生かした学校運営を行い，地域とと

もにある学校づくりを目指していく。 

・家庭(保護者)と連携した教育活動を実
践したか。 

2.9 

・ＰＴＡ活動や地域の行事等に関わった
り，参加したりしたか。 

2.5 

教

職

員

の

資

質

向

上 

・一校一改善(「業務改善」～「学習する
学校を目指して」～)を実践したか。 

2.8 
・優先順位を立てて仕事に取り組むことで，

見通しをもって仕事ができるようにする。 

・業務改善を進めることができるよう，教

科・領域等部会で業務内容の精選を図る。 

・教育課程編成に向けて，夏季休業中から

学校評価をもとに行事や教育活動等の在り

方を見直す。 

・不祥事を他人事としてではなく，自らの

課題として受け止め，教職員としての行動

を見つめ直すとともに，組織的に原因や問

題点を分析し，未然防止対策を講じる。 

・昨年度(または前任校)に比べて業務改
善は進んでいるか。 

2.6 

・校内研修に課題意識をもって取り組ん
だか。 

3.0 

・校務分掌を適切に遂行したり，改善を
図ったりしたか。 

2.9 

・子供，保護者，地域住民等から信頼さ
れる教職員として，服務規律を遵守した
か。 3.4 

 

３ 次学期に向けての取組 

○ 「確かな学力の育成」については，一人調べ・ペア・グループ・全体といった学習形態を工夫

しながら，「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業改善に努める。併せて，「まとめの工

夫」では，ラスト 10 分の時間を確実に確保し，学習内容の定着を徹底できるようにする。また，

自信をもって発表できるように，机間指導での具体的な指導や称賛に力を入れる。 

○ 「豊かな心の育成」については，あいさつ，くつそろえ，「はさみ運動」，掃除等の指導と見

届けに特に力を入れる。また，一人一鉢や学級園の花の世話を通して，花や命を大切にする心豊

かな子供を育てる。 

○ 「健やかな体の育成」については，う歯治療率 100％を目指して未治療家庭への継続した声掛け，

体育的行事や一校一運動などを目標にした体力つくりなどに力を入れる。 

○ 「家庭・地域との連携強化」については，学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の充実や地

域コミュニティの連携を図りながら，保護者・地域との連携や学校支援ボランティアの活用を進めて

いく。 

○ 「教職員の資質向上」については，タブレットを活用した研究授業を実施し，授業で ICTを活用で

きるようにしていく。また，GIGAスクール構想で授業実践につながるように，ロイロノートなどの

校内研修に積極的に取り組む。 


